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第
二
次
世
界
大
戦
の
不
発
弾
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
一
月
十
四
日
午
前
八
時
二
十
分
ご
ろ
、
沖
縄
県
糸
満
市
小
波
蔵
の
糸
満
市
発
注
水
道
工
事
で
、
水
道
管
埋
設
の
た
め
二

十
五
歳
の
男
性
作
業
員
が
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
で
地
面
を
掘
削
中
、
突
然
爆
発
が
起
こ
る
事
故
が
発
生
し
た
。
当
該
作
業
員
は
顔

面
に
重
傷
を
負
い
、
ま
た
、
約
五
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
沖
縄
偕
生
園
」
の
窓
ガ
ラ
ス
約
百
枚
が
爆
発

の
衝
撃
波
で
割
れ
、
入
所
者
の
お
年
寄
り
が
足
に
軽
傷
を
負
う
な
ど
し
た
。
沖
縄
県
警
は
、
係
る
爆
発
は
沖
縄
戦
で
使
わ
れ
た

米
国
製
二
百
五
十
キ
ロ
爆
弾
の
不
発
弾
に
よ
る
も
の
と
断
定
し
て
い
る
。

政
府
に
よ
る
と
、
一
九
七
二
年
の
沖
縄
本
土
復
帰
以
降
、
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
、
不
発
弾
に
よ
る
人
身
事
故
は
十
六
件
起

き
、
六
人
が
死
亡
、
五
十
六
人
が
負
傷
し
て
い
る
。
戦
後
六
十
三
年
が
経
過
し
た
今
な
お
、
沖
縄
で
は
戦
争
の
負
の
遺
産
に

よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
や
沖
縄
戦
と
は
直
接
に
は
何
の
関
係
も
な
い
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
発
弾
の
磁
気
探
査
や
処
理
に
か
か
る
費
用
は
国
が
全
額
を
負
担
せ
ず
、
自
治
体
へ
の

補
助
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
被
害
者
へ
の
補
償
は
過
去
一
度
も
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
不
発
弾
探
査
、
処
理
、
補
償
を

巡
っ
て
は
国
の
理
不
尽
な
対
応
や
制
度
上
の
矛
盾
が
あ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一



一

第
二
次
大
戦
で
使
用
さ
れ
た
不
発
弾
に
つ
い
て
、
国
は
一
九
五
三
年
ま
で
は
探
査
を
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
、

本
土
復
帰
前
だ
っ
た
沖
縄
を
除
く
各
都
道
府
県
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
は
事
実
か
。
一
九
四
五
年
八
月

以
降
、
国
と
し
て
不
発
弾
探
査
を
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し
た
の
か
、
処
理
に
か
か
っ
た
費
用
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
事
実
関
係
を
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

二

都
道
府
県
に
委
託
し
た
国
の
不
発
弾
探
査
は
一
九
五
三
年
で
終
了
し
、
以
後
は
自
衛
隊
に
委
託
さ
れ
た
と
い
う
が
事
実

か
。
事
実
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
都
道
府
県
へ
の
委
託
を
や
め
た
の
か
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
一
九
五
三
年
以

降
、
自
衛
隊
は
い
つ
ま
で
不
発
弾
探
査
を
し
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
期
間
中
、
自
衛
隊
が
発
見
し
、
処
理
し
た
不
発
弾
は
何

発
、
重
量
で
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
。
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
自
衛
隊
に
よ
る
不
発
弾
探
査
が
中
止
さ
れ
た
理
由
を

示
さ
れ
た
い
。

三

現
在
、
不
発
弾
探
査
の
実
施
は
事
業
発
注
者
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
、
ま
た
そ
の
根
拠
と
な
る
法
律
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
の
根
拠
と
な
る
法
律
が
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
何
を
根
拠
に
自
治
体
な
ど
事
業
発
注
者
の
判
断
に
任
せ
て
い
る
の
か
。
ど
う
し
て
こ
れ
ま
で
法
律
が
整
備
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



四

一
九
四
五
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
八
年
十
二
月
ま
で
、
都
道
府
県
別
の
不
発
弾
発
見
数
と
、
処
理
件
数
、
総
重
量
、
処
理
に

か
か
っ
た
費
用
総
額
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
係
る
不
発
弾
処
理
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

沖
縄
県
の
不
発
弾
探
査
に
国
の
補
助
（
地
方
交
付
税
措
置
を
含
む
）
が
な
さ
れ
た
の
は
、
本
土
復
帰
の
一
九
七
二
年
で
は

な
く
、
そ
の
三
年
後
の
一
九
七
五
年
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
事
実
か
。
事
実
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
沖
縄
で
は
三
年
間
も
国
の

補
助
が
手
当
て
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

都
道
府
県
や
市
町
村
が
実
施
す
る
不
発
弾
の
探
査
は
、
事
業
に
よ
っ
て
国
の
補
助
率
が
変
わ
る
。
例
え
ば
都
市
公
園
整
備

で
は
五
割
、
下
水
道
は
三
分
の
二
、
道
路
は
八
〜
九
割
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
同
じ
不
発
弾
探
査
な
の
に
、
な
ぜ
事
業
種

別
に
よ
っ
て
補
助
率
が
変
わ
る
の
か
。
政
府
は
、
補
助
対
象
の
事
業
種
と
そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
率
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ

の
よ
う
に
補
助
率
が
異
な
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

市
町
村
の
不
発
弾
探
査
に
対
す
る
補
助
は
、
内
閣
府
や
農
林
水
産
省
の
事
業
に
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
十
割
補
助
だ
が
、
国

土
交
通
省
は
事
業
種
に
よ
っ
て
補
助
率
が
変
わ
る
。
事
業
に
よ
っ
て
所
管
官
庁
が
違
う
た
め
だ
と
考
え
る
が
、
ま
さ
し
く
縦

割
り
行
政
の
弊
害
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
同
じ
不
発
弾
処
理
に
係
る
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
所
管
官
庁
が

違
え
ば
補
助
率
が
変
わ
る
の
か
。
政
府
は
、
事
実
関
係
と
各
事
業
種
別
の
補
助
割
合
の
根
拠
と
な
る
法
律
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら

三



か
に
し
た
上
で
、
現
行
の
不
発
弾
処
理
制
度
を
改
革
し
、
省
庁
横
断
的
に
一
元
化
す
る
意
図
は
あ
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


